福祉制度を「知ること」「申請すること」「利用すること」お手数をおかけしますが、見出し等は、見やすいように色、デザイン等
お願いします。
これが、題です

福岡市手をつなぐ育成会保護者会　会長　下山　いわ子
今、老後の資金問題を発端に年金について情報がたくさん流れていて、年金の仕組みを知る良い機会になっています。
制度を活用するには、「知ること」「申請すること」の重要さを改めて痛感しています。
福岡市の障がい福祉ガイドがお手元にありますか
福岡市内の障がいのある本人や家族は、まずは、「福岡市の障がい福祉ガイド」がバイブルです。
毎年、7月に新しいものが発行されて、市役所や区役所でもらえますし、福岡市のホームページからもダウンロードできます。
利用できる制度をこの機会に見直してみませんか
1ページの「主な障がい福祉施策一覧表」の、縦軸で障がい種別と手帳の種別を選ぶと、利用できる制度がわかります。横軸の利用できる制度には、掲載ページも載っています。
困っていることはないですか
「相談窓口」は、全て目を通しておくと良いです。各種相談窓口の他、避難行動要支援者名簿についても掲載されています。
「手帳の交付」　「医療費助成等」　「難病等関係」　「手当・年金・給付金等（各種助成）」　「サービスの対象や種類、費用等」　「障がい児の主な福祉サービス」　「生活用具等の支給や給付（徘徊知的障がい者捜索システム事業もここに記載）」　「ホームヘルプ等在宅サービス」　「外出の支援」　「交通関係の福祉乗車券の交付や助成、割引等」　「日常生活自立支援事業や成年後見制度支援」　「就労」　「税の控除・減免」　「公共料金の割引」　「グループホームなどの住宅関係」。改めて目を通すと、申請していないものもあるかもしれません。
その他
「スポーツ・文化・レクリエーション」には、教室や大会、施設利用料金の減免なども掲載されています。
[bookmark: _GoBack]　「啓発活動」には、ボランティアセンターやヘルプカード等についても載っています。
　「事業所・施設・グループホーム」には、市内の事業所の名称・住所・電話番号・設置者・障がい福祉サービスの種別・定員・主たる対象者がずらり掲載されており、障がい福祉サービス種別の説明も載っています。
　「障がい児の事業所・施設」の一覧と説明。まだ知っている人も少ない「保育所等訪問支援」なども掲載されています。
　「資料編」も法律や条例、障がいに関するマークなど、役立つ情報がたくさん載っています。
変更もあっています
　移動支援の対象は、療育手帳Bの人も必要が認められれば利用できます。散歩の目的も認められました。
　福祉乗車券、交通用福祉ICカードについては、今後変更がある予定です。
福岡市の福祉の状況をじっくり見てみてはいかがでしょうか
タクシー料金の1割引制度は、対象は手帳保持者すべての人です。（タクシーの事業者によっては割引が適用されないこともあります。）
7月に新しい福岡市の障がい福祉が発行されます。お手元においてください
ご参考までに受付期間があるもの※詳細は「福岡市の障がい福祉」をご覧ください
▽「福祉タクシー料金の助成」4月から交付開始、年間に一般型は、最大55枚。ワゴン型は最大48枚。交付枚数は申請月によって異なります。
▽「福祉乗車券の交付」8月1日から交付開始
▽「福岡市重度障碍者福祉手当」9月～10月31日（土日、祝日を除く）
青い鳥郵便はがきの無償配付
福岡市の障がい福祉ではありませんが、日本郵便株式会社は、重度の身体障がい者及び重度の知的障がい者で、受付期間内（4月～5月）に希望した人に「青い鳥郵便葉書」青い鳥をデザインしたオリジナルの封筒に通常はがき20枚を封入したもの）」を無償で配付されています。
申し込み方法は、郵便局の窓口に手帳を提示し、申込書を記入して提出（代人の提出も可）、または適宜の用紙に申込書の内容を記入して最寄りの郵便局に郵送します。
今年は終わりましたが、有難い取組みです。
正しく知って、必要な制度は使う、使ってみて必要な面、不十分な面、あるいは不要な面を当事者の立場で意見する、そこから、福祉が向上・拡充していくのではないでしょうか。

保護者会の中で
　保護者会では、実際に制度を利用している人の生の話が聞けます。「知らないことは、気づかない。」は、当たり前です。他の人の話を聞いて、「そんな制度があったんだ」「そんな風に利用するんだ」と気づくことがあります。
[bookmark: _Hlk12445969][bookmark: _Hlk12446133]　ある時のAさんとBさんの会話です。
①Aさん「私はセルフプランなの。最初、相談事業所から、“自分で立てられる”って教えてもらって、まだ、そのまま」Bさん「えっ、セルフプランだと必要なサービスの連携が難しんじゃないのかな。サービス等利用計画は“未来の設系図”なんだって。親がいろんなところをわからないままに駆け回るより、一緒に考えてもらって、自分以外に子どものことを知ってもらえる人を増やしたほうがいいよ」Aさん「え～、そうなの。知らなかった。」

②Aさん「私は相談事業所のアセスメントは自宅に来てもらったことがないのよ。ラインで頻繁にやり取りしてるから～」Bさん「えっ、自宅にきてもらって、ありのままの家の様子や家族の様子をみてもらって、これからどうするかを家族の状況を踏まえて考え合うんじゃないのかな。見てもらったほうがいいよ」Aさん「え～、そうなの。知らなかった。」

③Aさん「この前、子どもがよそのお宅の自動車に傷をつけちゃったのよ」Bさん「保険に入ってないの？」Aさん「入ってて、修理代は出たから助かったんだけど、示談交渉の特約がなくて。保険自体にないのよ。私が必要な書類を直接相手や修理工場に行って揃えたの。必要な書類も一度に揃わないから、相手と何度も会わなくちゃくちゃいけなくて。相手も、どうして自分たちが直接会ったり、書類を揃えないといけないんだ、みたいなことを言うの。そう思うのも無理ないよね。普通、保険会社の人が間にはいるからね。この苦労は、お金を払っても特約がある保険があればつけたいと思った～」Bさん「へえ、知らなかった。私の入っている保険を確認してみよう。保険会社によっては、加入している人だけを対象に“親亡き後のお金について”みたいな研修会も開いたりしてるよ」Aさん「へぇ～」

みなさん、いろんな工夫をしたり、いろんな情報をもっています。人の話も聞いてみてはいかがでしょう。
ちょこっと、のぞいてみませんか
福岡市手をつなぐ育成会保護者会は、だれでも気軽に寄れる居場所を毎月用意しています。会場はすべて、ふくふくプラザ4階応接室3、時間は10時半～12時（出入り自由）
　★幼児・学齢期向けの集まり（お茶付き。お菓子付きかも♡）：毎月第3水曜日
（7/17、9/18、10/16、11/20、12/18、1/15、2/19、3/18）
　★成人期向けの集まり：毎月第1水曜日、原則第4月曜日
（7/3、7/22、8/7、8/26、9/4、9/30、10/2、11/6、12/4、12/16、1/8、1/27、
2/5、2/17、3/4、3/23）
　



